
第la腕

一

第

三

は

い

わ

ゆ

る

役

人

一市
民
の
公
僕
'
と
し
て
市
民
一今
後
は
教
育
委
員
会

ω
万
一拡
充
改
築
な
ど
を
致
し
た
一税
・
と
言
つ

τ県
税
本
税
を
一の
が
背
通
で
私
共
も
本
職

一

日

山

所

附

一根
性

ω打
破
・
と
い
う
こ
去
一に
喜
ん
で
貰
え
る
よ
う
な

一針
に
従
い
、
よ
い
生
徒
兇
一

い
止
思
い
ま
す
o

一課
税
棋
準
と
し
て
賦
謀
徴
一止
は
言
い
な
が
ら
四
年
位

一

日

間

純

一

時

一山

…

…

…

掛

川

一

市

…

出

一時

間

山

川

一一

品

開

山

由

民

間

抑

制

龍

一

一

一

即

時

町

一
第
糊
…

f
z所間
一U
M
勺

一

一

銭

限

町

民

一

民

ド

ぷ

mu
…M1一軒
凱
闘
い
わ
則
的
恥
的
肘
一一

一

脈

問

れ

日

日

刊

一日

r
Mれ
れ
い
院
は
都
一計
引
け
い
者
は
常
識
に

一

昭

V

防

糊

一職
員
は
卒
先
し

τ、
ゴ
制
一公
平
無
私
を
人
事
の
三
原
一び
将
来
め
日
本

ω
発
展
k
一方
面
へ
正
し
い
新
し
い
方
一会

ω議
決
を
得
て
賦
課
徴
一適
っ
た
行
動
を
一
寸
で
も

一

z

t

一を
打
ち
破
り
、
市
民
各
位
一則
止
し
た
い
。

一最
も
必
要
な
こ
'
乙
で
あ
り
一向
を
指
示
し
叉
健
全
な
リ
一
枚
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

一逸
脱
す
る
ξ

即
座
に
世

訂

矧

剖

出

諮

問

目

的

地

品

川

端

的

福

山

一山

諮

問

州

市

君

臨

い

い

山

崎

山

一段

見

詰

哨

A
m
i
-し
い
批
判
を
受

一

一り
ま
す
。

一
2
L事
勤
め
遂
行
に
当
つ

一が
、
ど
う
し
て
も
適
任
者
一ま
す
。

一考
え
ま
す
Jo

一う
に
税
金
取
り
に
廻
る
よ
一時
は
利
害
関
係
が
共
通
し

一

一

之
は
先
輩
各
位
並
に
市
一τ貰
い
た
い
o

一が
無
い
場
合
村
新
規
採
用
一次
に
新
教
育
に
最
も
必
要
一而
図
書
館
の
拡
充
を
期
し
一う
な
こ
'
と
も
な
く
徴
牧
[
一4
反
し
錯
綜
す
る
現
貫
人

世

一民
諸
君
の
御
努
力

ω
結
果
一
次
は
事
務
能
率
の
向
上
一も
止
む
を
得
怠
い
こ
止
正
一在
学
校
図
書
館

ω
拡
充
や
一文
牝
向
上
匹
。
と
め
た
い
一
績
は
現
在
よ
り
、
は
る
か

一世
に
於
て
必
要
以
上
に
神

一で
あ
り
ま
し
て
誠
に
御
同
一で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

一思
つ

τお
り
ま
す
o

従
つ

一大
村
市
K
即
し
た
教
育
の

一
ε思
い
ま
す
。

一K
上
廻
っ
て
居
た
の
で
あ
一
経
を
消
耗
す
る
こ
と
で

式
を
挙
行
、
市
議
場
に
参
集
し
た
全
職
員
吋
対
し
て
大
刺
市
長
か
ら
共
の

…一
度
の
至
:
思
い
ま

F
o
志
向
書
類
処
理
む
迅
速
一
τ職
員
個
々
の
立
場
か
ら
一貫叩
引
に
努
力
致
し
た
い
正

一勿
論
以
上
の
実
現

ω
た
同
一り
ま
す
い

一

一

す
O

引

け

説

明

白

日

d
以
L日
肘

A
肝
坊
ヨ
一
V
M怜刊
行

M
E明
恥

山

相

向

日

明

向

山

叫

川

品

…

…

ル

吋

一一
い
山
山
町
此
賠
件
目
同
一山
一

ω川
町

山

崎

町

州

立

設

計

詰

球

目

一昨

訪

日

比

日

即

時

と
た
っ
て
市
政
の
遂
行
…
遺
賢
し
ま
す
d

止
力
強
い
答
辞
を
行
'
っ
て

…一

の
進
展
土
、
狗
に
重
大
な
一も

簡

明

去

な

事

務

処

一を
得
な
い
事
で
あ
っ
て
、

一必
要
で
あ
る
ξ
恩
わ
れ
ま
一致
し
た
い
正
記
ま
ず
o

一資
産
の
訓
査
或
は
市
官
一日
ま
す
。

閉
式
、
一
般
執
務
に
入
っ
た
。

一時
期
に
直
面
し
て
い
る
の
一理
が
出
来
る
か
に
創
意
工

一冷
静
に
考
え
れ
ば
捨

E
一す
的
で
此
等
の
賞
現
に
向
一要
-
す
る
に
六
万
市
民

ω
公
一の
不
申
告
に
対
す
る
司
査
一;
め
ら
れ
よ
う
と
は
思
わ

一で
あ
り
ま
し
て
、
滋
に
大
芙
を
と
ら
す
こ
と
)
間
関
一掠
る
と
ξ
ξ

思
い
ま
す
。

一つ

τ進
み
た
い
と
思
い
ま
一僕
と
し
て

一
生
懸
命
、
教
一手
数
等

ω如
く
、

b
づ
ら
一な
い
が
、
た
そ
ら
く
こ
の

一村
市
に
職
を
奉
宇
る
者
止
一係
法
規
め
研
究
岨
噛
(
問
一

市
役
所

ω
現
況
か
ら
見
一す
o

一育
事
務
を
遂
行
し
て
ゆ
く
一わ
し
い
こ
・
と
が
少
な
く
現
一仕
事
で
、
ほ
め
ら
れ
る
こ

議

選

考

公

僕

精

一

脚

に

徹

ぜ

よ

一れ

日

目

一日

間

住

一件

以

混

同

盟

主

幻

認

諾

川

崎

叩

一邸

時

統

制

服

鈴

協

同

設

計

制

抗

純

一は

は

品

河

口

一

品

川

吋

も

っ

て

あ

り

ま

¥

叫

ん一

U

新

こ

去

し

一山
口
仁
川
む

uhv一戴
は
い
一
」
の
機
会
に
多
一訪

れ

2
2読
む

れ

諸

耕

一

雑
誌

鴻

す

る

一号

い

刊

誌

日

目

一地

引

い

い

山

即

日

い

大

村

市

長

大

村

純

毅

一
訪

日

品

民

一

ド

一て

は

氏

自

い

日

コ

語

ω当
附

れ

れ

立

…

年

頭

随

想

…

ZEm--
川

税

…

一路

お

訪

問

幻

一能

汚

む

に

説

明

昭
和
二
十
八
年
の
年
町
一酉
共
に
活
濃
化
す
る
-V
の
一態
勢

ω整
俗
で
あ
り
、
こ
一を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
一事
一
務
能
率
を
向
上
し
六
万
一に
精
一
蹴
し
て
撒
き
た
い
勺
一

γ三
5
2
5
3
2
5
5
5
L
P
E
E
-
-
E
L

一o
F
現
在
切
地
方
税
法
で
一で
あ
り
ま
す
。

に
際
し
て
一

一育
所
憾
の
二
と
思

b
れ、

国
内
の
情
勢
一の
た
め
に
は
愛
国
心
の
高
て

市
民

zm声を
E
l
-
-
B
i
l
l
i
-
-
l
i
-
-
一

の

め

り

一

G

I

一ゆ

り

ま

け

が

一れ
か
し
、
こ
の
仕
事
も
自

端
を
申
し
地
べ
た
い

ふ

一も

亦

空

軍
大
さ
を
加
え
す
と
い
う
こ
止
が
根
本
で

一こ

え

一

市

民

の

皆

さ

ん

へ

一認

知

;

い

見

立

一幹

一

一

一

れ

訂

版

訂

寸

U
U出
品

γ一
3
4
b
J計
開

批

判

い
ま
す
。

一る
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
一あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
一

第
二
口
単
な
る
地
方
公
一

一

治
H
不

一

一

一

角
7
一ざ
る
?
ー
:
・
。

は

抑

制

w軒
並

子

日

本

国

民

止

し

て
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っ
て
、
大
村
市

ω
現
一四

円

五

時

均

一

三

み

ふ

/

大

J
市

崎

長

豆

一院

間

一

一

一

部

一山

間

山

山

市

一山

間

一
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出

川
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作

刊

誌

協
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刊

誌

げ

十

成

時

一官

時

間
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y
m
b一刊
日

訪

れ

諮

問

一

N
U誌
持
即
時
尚
一v
M
m
J
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一今
度
大
村
市
教
育
委
員
合
一廻
つ

τ昨
年

ω
五

月

五

文
現
在

ω
同
定
資
産
税
は
一あ
る
か
、
除
程
税
制
川
関
一ぷ

立

竺

抗

日

一

MVELurk刊
誌

諒

一誌

等

時

枇

れ
r
刊刊日れ同叩
ぞ
川
ル
潟

院
日
制
川
刊
は
問
笠
間
釧
崎
町
純
日
比
叫
肘
品
問
匂
釧
肝
持
M
M

れ以竹山リロ

7
致計長
)

一
す
る
な

E
国
際
情
勢
も
東
一第
一
一
に
独
立
国
と
し
て
の
一
年
を
経
て
今
年
か
ら
日
第
一る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。

一

1

2

2

2

一

吋

川

山

引

一

斗

日

寸

γ止ぷ判ら訂J
し剥川釘料い口パ町引
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た

りよt:-政市村大

秩
父
宮
絞
め
死
を
悲
h

し
む

大
村
市

μ

大

毅

① 

古

賀

十

二

郎

村-

系~~

初
め
義
位
、
更
に
義
貞
ξ
改
む
。
修
理
大
夫

大
永
元
辛
巳
年
二
五
二

一
年
)
生
誕
。
天
王
川
年

丙
子
十
二
月
二
十
七
日
卒
去

初
め
太
郎
、
修
理
大
夫

元
亀
二
辛
未
年
六
月
十
四
日
ハ
一
五
七
一
年
)
ヰ
去
。

二
十
二
歳

(一)

私
が
学
制
H

院
初
等
科

の
一
年
生
に
入
学
し
た

時
、
殿
下
付
一

一年
生
で

あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
殿
下
が
悶

病
生
活
に
入
ら
れ
る
ま

で
、
殿
下
が
選
ま
れ
た

道
、
即
ち
陸
軍
幼
年
学

校
か
ら
士
官
学
校
へ

と

私
も
亦
兄
の
殺
を
追
っ

て
逃
む
弟
の
よ
う
に
全

左
ん
仰
門
位
。
寛
永
十
八
辛
巴
年
四
月
二
十
五
日

二

六
四
一
年
)
卒
去
ロ
五
十
六
歳
。

じ
泊
を
歩
ん
で
来
た
の

で
あ
る

o
mも
、
い
つ

も
殿
下
は
凡
が
弟
を
い

た
わ
る
よ
う
な
気
持
で

私
を
説
い
て
下
さ
う
た

の
で
あ
っ
た
。

特
に
殿
下
が
妃
殿
下

を
仰
迎
え
に
な
っ
て
か

ら
は
妃
殿
下
と
私
の
斐

止
が
幼
時
か
ら
大
の
仲

好
し
の
従
姉
妹
同
志
で

初
め
正
純
。
銀
純
。
銀
賞
。
久
賞
。
総
り
に
晴
信
。

i
J

陵
長
十
七
壬
子
年
冗
月
八
日

二

六
二
一
年
〉

卒
去
…

純
忠
。
大
村
純
前
の
養
制
。
〕

タj

直
員
。
左
街
門
尉
、
千
々
岩
家
の
義
制。

慮
。
松
浦
丹
後
守
親
の
養
子
。

間
男

諸
経
口
座
軍
丸
、
六
郎

輔
の
養
子
。

3工
男

肥
後
天
平
の
志
岐
兵
部
少

r・1
ト

H
U

JH」みが



一

の
功
労
に
よ
る
も
の

一市
十
時
点
淵
松
代
隆
徳

一

一

ん。

一

防
疫
用
薬
剤
は
常
に
衛
一

一

~日
名
)
一5

E

J

l

，

一

一

要
す
る

に
食
物
に
ふ
れ
一

生
訓
及
び
各
出
張
所
広
一

一円い
第
十

一
分
団
消
防
自
動
一

進

一誤

訴

前
川
一
伏
八
一

車
購
入
に
際
し
翠
力
せ
一

一

尚
一
日
一
日
れ
れ

1

M

U
冷

の
で
御
相
談
一

-T

一洋
一
一
広
一
棚
橋
川
芳
雄
一

る
も

ω

f3
名
)
一こ
の
数
年
間
は
日
木
中
広

一あ
る
中
で

K
5児
所
を
使
一飲
食
業
者
や
調
砲
入
が
食
一

一
読
予
防
注
意
事
項
一

1
1
寺
耐
信
州
一
福
岡
六
次
一
第
十
一
分
阿
佐
村
知
代
作
一赤
痢
が
非
常
に
ま
ん
で
一い
下
水
に
町
引
い
る
の

一べ

物

を

警

官

、
叉
主
一
一
、
虫

駆

除

(蝿
の
サ
一

神

恒
例
の
犬
村

市

消

防

弱

音

折

か

ら

の

震

を

つ

き

一

月

八

!

;

;

一第
十
一
分
間
松
本
清
一

一第
十
一
分
間
長

一て
い
る
主
一一日
う
こ
止
で
す
一は
六
つ
の
市
し
か
な
い
よ
姉
達
が
食
事
の
仕
度
を
す
一

ナ
ギ
飢
を
殺
す
)

市

県
知
事
仲
現
長
副
知
事
い
点
吻
協
会
長
代
理
、
市
幹
寝

室

、
保

一則
分
間
長

一

柴

田

三

郎

一が
大
村
市
で
も
誌
の
発

言
う
と

主

あ

り
ま
す
。

一る
前
や
子
供
に
お
や
つ
を
一二
、
食
器
や
飲
食
物
語
一

初

は

お

報

収

町

民

品

町

内

司

、

外

来

賓

多

数

m
lげ
も

一切

漏

れ

げ

J
F一
白

蓮

木

久

勝

両

日

北

区

民

一に

れ

れ

詰

訪

れ

れ

一昨

持

拡

批

判

町

一一
一
一
可
能
代

れ

れ

一

畑
作

当
日
附
午
前
八
時
の
サ
イ
レ
ン
土
停
錯
を
A
円
図
陀
市
内
十
阿
八
ザ
問
員
壮

ハ
ツ

一消
防
部
国

一山
、
一
般
人
に
し
て
平
素
消
一O
名
を
弘

E
し
て
い
る
現
一ま
せ
ん
。

一ら
に
す
れ
ば
大
凡

ω目
的
一

く
し
飲
食
物
等
け
戸
棚
一

安

ぜ
そ
勇
士
し
く
法
十
午
前
十
時
、
保

Z
の
ラ
ヅ
ハ
ク
君
が
代
4

吹

一路

誌

上

流

近

太

郎

一

位
協
力
せ
る
も
の

一献
で
、
こ
れ
に
要
す
る
経
一そ
こ
で
私
た
ち
は
ど
う
し

v
fら
れ
る

ωで
あ
り
一ー
に
仕
舞
い
込
む
と
と
一

来

季

Z
E
3
L
消
防
同
長
上
り
人
間
報
告
、
袋
、
機
械
撚
具

一第
九
分

間

山

本

福

次
一

(4
名
義
む
莫
大
な
も
の
で
あ
り
↑た
ら
よ
い
か
、

こ
れ
か
ら

1
7

一匹
、
誌
に
は
必
ず
吉
一

の
点
検
あ
り
、
つ
い
で

ん
ゲ
今
年
も
火
災
を
来
前
に
防
止
し
一
致
協
力
し
て

一特
説
明
長

一大
材
市
杭
阿
津
位
宅
三
匹

一ま
す
口

一予
防
に
つ
い
て
申
し
上
げ
一手
を
お
う
方
法
仕
出
来
れ
一

す

る

と

去

一

:

使

命

の

達
成
猛
進
さ
れ
た

7
L
E訓
示
に
つ
づ
い
て
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